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2024年、土佐市に「わくせい」というスペースが誕生する（予定）。

そこには、さまざまな世代、国籍、性別の人々が

それぞれの目的で集まってくる（予定）。

ある人はインドネシアのスパイスを買いに、

ある人は言語やデザインを学びに、

ある人は月に一度売り出されるバインミーを求めにやってくる。

そうして集まったざまざまな背景をのせたまま、

この「わくせい」はぐるぐるとまわり続ける（予定）。

「わくせいプロジェクト」は、

高知県土佐市の地域おこし協力隊の2人が、これらの（予定）の

実現を目指し、2022年4月に開始したプロジェクトです。

・空港から車で約60分
・空港連絡バスで高知駅まで約35分
 高知駅からJRで伊野駅まで約20分
 伊野駅からドラゴンバスで約15分

ベトナム、インドネシア、中国、
カンボジア、ラオス、モンゴルなどから

土佐市地域おこし協力隊のミッションのひとつ

の一環としてはじまったプロジェクトです

外国からの技能実習生と地域住民との交流づくり

人口：26‚228人（2023/3/1時点）
面積：91.5km²
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わくせいの計画

　 多国籍スーパーマーケット

土佐市には、多くの技能実習生たちが生活していますが、その彼ら彼女らの

文化圏で食される調味料、ハーブ、インスタント食品、お菓子などを取り扱う

お店です。技能実習生たちにアドバイスをもらいながら商品をセレクトし、

実習生たちが故郷の味を楽しめる機会と、地域の人たちが新しい食文化に

触れる機会を同時につくります。

　 デザインの学校

地域の中高生、大学生を対象としたデザインを学べる私塾を開きます。デザイン

の基本はコミュニケーション。自分で考え、調べ、発信するという一連のプロセス

を、さまざまな背景をもつ人たちが集う場所で学びながら実践します。

　 コミュニティスペース

「わくせい」は上記ふたつの具体的な機能をもちますが、一方ですべての人に

開かれたコミュニティスペースでもあります。定期的にイベントやワーク

ショップを開催したり、日常的に立ち寄るスペースがあったり、日常の中でさ

まざまな出会いを生む場所を目指します。
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「わくせい」は、高知県土佐市において、

さまざまな背景をもつ人たちが、

それぞれの目的をもって集う場所となります。

「わくせい」には大きく3つの要素があります。

スパイス ドリンクインスタント食品
スナック

（たまに）フードハーブ



わたしたち

阿部航太

児玉（阿部）美香

土

佐
市
の
技
能実習生たち
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E Exchange

ワークショップ

リサーチ

1986年生まれ。埼玉県出身。
2009年、ロンドン芸術大学卒業後、廣村デザイン事務所

入社。2018年、同社退社後、「デザイン・文化人類学」を

指針にフリーランスとして活動を開始。2018年から

2019年までブラジルのサンパウロに滞在し、現地の路上

文化についてのプロジェクトを実施。

多文化共生が浸透しているサンパウロでの生活をきっか

けに、自分とは異なるルーツをもつ人たちと関わることに

興味を抱く。帰国後、東京にて海外に（も）ルーツをもつ

人たちと協働するアートプロジェクトを実施。その活動の

なかで技能実習生の存在を知る。

1985年生まれ。三重県出身。
2009年、リンデンウッド大学（アメリカ合衆国／ミズーリ

州）を卒業後、国際芸術祭「あいちトリエンナーレ」のス

タッフとして働きはじめる。2014年から2022年1月まで、
名古屋市港区にある港まちづくり協議会にて勤務。

あいちトリエンナーレ2010での活動において、まちなか

で人と人が関わりながら進むプロジェクトに興味をもつ。

港まちづくり協議会では、アートプロジェクトの立ち上げ

に関わりながら、防災やガーデンプロジェクト、まちに暮

らす個人の話を記録するアーカイブ事業などを担当。ま

ちの人の話に出てくる外国人住民の話をきっかけに、地

域に暮らす外国人の存在を意識しはじめる。

このプロジェクトのメンバーである阿部航太と児玉（阿部）美香は、2022年4

月に〈地域おこし協力隊〉として高知県土佐市に移住しました。現在は、土佐

市内外にて、さまざまなリサーチを行ったり、ワークショップやイベントを開

催しながら、「わくせい」の実現に向けて活動しています。

- 日本語学習支援
- ZINEづくり
- デザインの学校

- 料理教室

- 聞き取り
- 事例の視察
- レシピづくり
- 拠点づくり
- レポートの公開



外国からの技能実習生と地域住民との交流づくり

土佐市地域おこし協力隊

〈ミッション：国際交流〉

お問い合せ ： kyoryoku.tosa.info@gmail.com

2023.04.28

「わくせい」について
https://linktr.ee/wakusei_tosa


